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特 集  心不全診療の現状と展望

は　じ　め　に

　医療の発展はわが国において寿命の

大幅な伸長をもたらし，循環器領域に

おいても急性心筋梗塞の救命率の向上， 

血管内治療による弁膜症の治療法の開

発，補助人工心臓の発展，心筋シート

の臨床応用などその恩恵はあげればき

りがない。しかし，その一方で，医療

の発展に伴い，根治することが困難な

心不全患者が増加の一途を辿っており，

患者が心不全という慢性疾患を抱えな

がら人生の最終段階までquality of life

(QOL)を保ちながら生きる方法論であ

る，緩和ケアの重要性が再認識されて

いる。2018年に上梓された，『急性・慢

性心不全診療ガイドライン』1)でも後に

述べるACP(Advance Care Planning)

の実施や治療抵抗性の症状に対する症

状緩和を目的とした薬剤使用について

Class Ⅰの推奨度が示されたことや，

一定の条件が満たされる場合(図１)に

末期心不全への緩和ケア提供が緩和ケ

ア診療加算で保険算定可能となった2)

ことからも時代が変遷してきているこ

とは明白である。本稿では“心不全の

緩和ケアは新しい概念なのか”をテー

マに緩和ケアの歴史を学ぶことから心

不全の緩和ケアについて概説する。

Ⅰ．緩和ケアの歴史

　わが国において2018年末期心不全が

緩和ケアの対象疾患として保険算定可

能となったが，緩和ケアの概念を知

り，心不全の緩和ケアの発展を予測す

るのに既存のがんを中心とした緩和ケ

アの歴史を知ることは有用である。

　現代ホスピスの歴史は，1967年，英

国でシシリー・ソンダースによるセン

ト・クリストファー・ホスピスが設立

され，その概念が確立された。その概

念は，人間の死の過程(dying process)

に必要とされるさまざまなケアの活動

全体であり，病院のみならず地域社会

におけるケアの提供も含まれていた。
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